
10Tome

多くのボランティアの皆さんが受付などを協力

日
々
鍛
錬
し
た
健
脚
を
競
い
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

２５

　
第
　
回
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

２５

ン
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
　１１

月
　
日
、
登
米
、
中
田
両
地
区
に

２８
わ
た
る
「
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
公
認
コ
ー
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
は
市
長
が
「
こ
の

カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
年
々

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
。『
み

や
ぎ
の
明
治
村
』
と
呼
ば
れ
る
登

米
地
区
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
午
前
9
時
　
分
３０

に
市
長
の
号
砲
と
と
も
に
登
録

者
・
一
般
の
ハ
ー
フ
（
　
・
0
9

２１

7
5
㎞
）
が
ス
タ
ー
ト
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
の
更
新
を
目
指
し
た

り
、
完
走
を
目
的
に
景
色
を
楽
し

ん
だ
り
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
、
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
る
選
手
た
ち
に
、
集
ま
っ
た
観

衆
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
か
ら

「
フ
ァ
イ
ト
！
」「
頑
張
れ
！
」
と

盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
た
ほ

か
、
レ
ー
ス
後
に
は
、
大
会
本
部

か
ら
温
か
い
み
そ
汁
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　
カ
ッ
パ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の

参
加
者
は
年
々
増
え
て
い
て
、
今

年
は
県
内
外
か
ら
２
６
２
１
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
し
た
選
手
は

８
種
目
　
部
門
で
健
脚
を
競
い
、

３０

力
強
い
走
り
の
公
認
ハ
ー
フ
の
部

か
ら
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
親
子
ペ
ア

の
部
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、

沿
道
の
観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

市長の号砲で、登録者・一般ハーフの部がスタート

渾身の力を振りしぼり、激しいデッドヒート

楽しい音楽の
ひとときを
はさま吹奏楽団定期演奏会
「まちの音楽会」

　
市
内
在
住
の
社
会
人
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
吹
奏
楽
バ
ン
ド

「
は
さ
ま
吹
奏
楽
団
」（
団
長
及
川

昭
宏
）
主
催
の
「
第
　
回
定
期
演

２５

奏
会
ま
ち
の
音
楽
会
 」
が
　
月
５

１２

日
、
登
米
祝
祭
劇
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
は
さ
ま
吹
奏
楽
団
は
、
い
ろ
い

ろ
な
団
体
と
の
合
同
演
奏
な
ど
、

積
極
的
な
音
楽
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
平
成
　
年
か
ら
は
地
元
、

１８

小
中
高
生
の
吹
奏
楽
経
験
者
を
広

く
募
集
し
、
毎
年
定
期
演
奏
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
　
回
目
と
な
っ
た
演
奏

２５

会
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
で
は
「
ザ
・
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
」、

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
な
ど
の
楽
曲
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
第
２
部
で

は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
た
ち
が

中
心
に
な
り
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
　
の
「
ポ

４８

ニ
ー
テ
ー
ル
と
シ
ュ
シ
ュ
」
、
新

世代を超えて、子どもたちと一緒に音楽を奏でました

世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
の
「
残
酷
な
天
使
の

テ
ー
ゼ
」
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
、
第
３
部
で
は
、

名
誉
指
揮
者
の
保
科
雅

己
さ
ん
の
指
揮
の
も
と

「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
各
曲
の
終
了
後
に
は
、

吹
奏
楽
団
の
心
地
よ
く

心
温
ま
る
演
奏
に
、
観

客
か
ら
は
い
つ
ま
で
も
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

た
　
ん
　
 れ
　
ん
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家族連れなど、大勢の来場者でにぎわう会場

大
賞
に
赤
豚
の
カ
レ
ー
は
っ
と

　
　
　
　
　
　
第
７
回
日
本
一
は
っ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
登
米
市
の
郷
土
料
理
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
は
っ
と
」
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

第
７
回
日
本
一
は
っ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
　
月
５
日
、
中
江
中
央
公
園
で

１２
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
２

万
３
千
人
が
は
っ
と
を
堪
能
し
よ

う
と
訪
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
登
米
中
央
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で
は
っ
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
ス
タ
ー
ト
。

各
店
舗
ご
と
に「
あ
ず
き
は
っ
と
」

や
「
油
 麩
 入
り
は
っ
と
」
な
ど
の

ふ

定
番
の
は
っ
と
に
加
え
、「
牛
す

き
は
っ
と
」
や
「
え
び
天
は
っ
と
」

な
ど
、
味
や
食
材
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
は
っ
と
が
数
多
く
販
売
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
お
目
当
て
の
テ

ン
ト
に
並
び
熱
々
の
は
っ
と
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
人
気
急

上
昇
の
奥
州
・
仙
台
お
も
て
な
し

集
団
「
伊
達
武
将
隊
」
の
素
晴
ら

し
い
演
武
や
「
は
っ
と
踊
り
」
や

「
よ
さ
こ
い
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
新
企
画
と
し
て
、
来
場

者
が
食
べ
て
お
い
し
い
と
思
っ
た

は
っ
と
に
、
割
り
ば
し
を
投
票
す

る
「
は
っ
と
大
賞
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
今
年
の
は
っ
と

大
賞
に
は
、
㈲
伊
豆
沼
農
産
（
迫
）

の
「
赤
豚
の
カ
レ
ー
は
っ
と
」
、
準

大
賞
に
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
っ

と
亭
（
石
越
）
の
「
あ
ず
き
は
っ

と
」、
第
３
位
に
は
ラ
ー
メ
ン
厨

房
丈
や
（
迫
）
の
「
し
お
野
菜
は
っ

と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

今話題の「伊達武将隊」も応援に駆けつけました

さまざまな種類を食べ比べ、はっとを堪能しました

国境を越えて
友好を深める

２０１０登米市国際まつり

　
登
米
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の

「
２
０
１
０
登
米
市
国
際
ま
つ
り
」

が
　
月
　
日
、
迫
公
民
館
で
開
催

１２

１２

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文

化
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
登
米
市

在
住
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
信
頼

関
係
や
国
際
理
解
を
深
め
、
友
好

の
輪
を
広
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
ま
つ
り
に
は
、
市
内
在
住
の
外

国
人
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）、
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
人
が

参
加
し
ま
し
た
。　

　
当
日
は
、
参
加
者
が
料
理
を
一

品
ず
つ
持
ち
寄
る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

形
式
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
語

講
座
の
皆
さ
ん
が
母
国
の
料
理
を

作
り
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
南

部
が
発
祥
の
ウ
エ
ス
タ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
演
奏
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
尺
八
の
演

奏
、
日
本
語
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ

る
踊
り
の
披
露
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
、
皆
で
友
好
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。

各国のさまざまな料理が集まりにぎわうテーブル

日本語教室の皆さんによる見事な踊り


